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千葉都市モノレール株式会社
第３４期（平成２３年度）決算の概要

平成２４年６月２８日

千葉都市モノレール株式会社

営業の概況

当期（平成２３年度）は、３．１１東日本大震災の影響に加え、これまでに経験の

ない急激な円高等により、企業活動が混迷を極めた１年でありました。

当社においても、少子高齢化の影響に加え、震災による影響が当初の予測より長期

化し、利用客の減少傾向が期末まで続く結果となり、大変苦戦を強いられる年となり

ました。

このような状況の中、当期は中期経営計画のもと、「つなぐ・めぐる・つどう」を

キーワードに、モノレール応援隊の拡充や沿線施設・企業・団体等との連携強化とい

った地域に活力を与える営業活動に取り組んだほか、更なる増収策の取り組み、お客

様サービスの充実、安全対策の強化等積極的な事業を展開してまいりました。

この結果、当期も６期連続での黒字経営を堅持することができました。

安全対策面では、東日本大震災により被害を受けた諸設備の補修を速やかに実施し

安全を確保したほか、毎年９月に定例的に実施している災害対策訓練に加え、3.11を

教訓とした地震対策訓練を実施するなど、これまで以上に安全に対する意識の向上に

努めました。

設備面では、開業以来初の新型車両となる「アーバンフライヤー」が導入され、営

業運転開始に向け性能試験を開始しました。

また、このほか無線装置のデジタル化、ＡＴＣ/ＴＤ装置の更新など、設備更新計

画に基づき着実に実施してまいりました。

営業実績（概要）

当期の輸送人員は、東日本大震災の影響が長期化し、輸送人員全体といたしまして

は、対前期比４．２８％減の１，５８２万人となりました。

定期外輸送人員は、震災直後の出控え、スポーツセンター施設の一部使用制限や千

葉市民花火大会の中止に加えて、９月まで実施した節電対策に伴う列車運行本数削減

の影響もあり、６．３３％（５４万４千人）の大幅減少となりました。

定期輸送人員につきましては、通学定期は１００．６４％と、ほぼ前期並みの実績

を確保できましたが、通勤定期は２．５９％の減少となり、定期輸送人員全体としま

しては、２．０５％（１６万２千人）の減少となりました。

一方、運輸収入につきましては、全体では対前期比４．１３％（１億２千４百万円）

減少の２８億８，６９０万円となり、定期外収入は、５．６６％の減少となりました。

定期収入につきましては、通学定期は１０１．４２％とわずかながら増加しました

が、通勤定期は対前期比２．０１％の減少であったため、定期収入全体としては１．

４９％の減少となりました。
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（参考）

輸送人員・運輸収入

当 期 前 期 増 減 対前期比

輸送人員 （千人） （千人） （千人） （％）

定期外 ８，０４９ ８，５９４ △５４４ ９３．６７

定 期 ７，７７０ ７，９３２ △１６２ ９７．９５

合 計 １５，８２０ １６，５２６ △７０６ ９５．７２

運輸収入 （百万円） （百万円） （百万円） （％）

定期外 １，７９３ １，９０１ △１０７ ９４．３４

定 期 １，０９２ １，１０９ △１６ ９８．５１

合 計 ２，８８６ ３，０１１ △１２４ ９５．８７

営 業 費 ２，５８３ ２，６５２ △６８ ９７．３９

（単位未満の端数切捨）

【平成２３年度の主な取り組み】
◆桜めぐり＆ウォーキングの開催

◆僕も私も運転士の開催

◆各種イベント列車の運行

（ジャズトレイン ワイン列車）

◆アニメ「俺の妹がこんなに可愛いはずがない」コラボ切符の販売。

◆モノレール応援隊

・葭川公園駅

「日本ガーディアン・エンジェルス千葉支部」による地域安全パトロール

・作草部駅

高齢者支援施設「いきいきスペースみちくさ」の開設

◆ＪＲ東日本「駅からハイキング」の千葉市観光協会との共催

◆オリジナルグッズの新規製作

（モノレール型懐中電灯など）

◆ベビーカーキャンペーンへの協力

◆千葉モノレール全駅にエレベータの完備


